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１．動作検証について 

 

当社製 UPS へ LAN インタフェースカード（オプション製品）を搭載し、ネットワーク監視表示灯

（以降、「監視表示灯」と表します）とネットワーク接続を行う。 

UPS からのアラーム発生等により、LAN インタフェースカードから SNMP Trap の通知を行い、監

視表示灯の点灯／点滅（ブザー鳴動も含む）が行われることの確認を行う。 

またアラーム復旧時には復旧の SNMP Trap を受け、監視表示灯の点灯／点滅表示の消灯（ブザー

停止も含む）が行われることの確認を行う。 

 

【検証環境】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検証内容】 

以下の動作において検証を行う。 

①UPS でのアラーム発生（故障、過負荷、停電、バッテリ寿命、etc.）による監視表示灯の点

灯／点滅、およびアラーム復旧による監視表示灯の消灯。 

②UPS のバッテリテストを行い、結果が「正常終了」でない場合、監視表示灯の点灯／点滅。 

③バッテリ交換予告時期（ユーザ設定値）になった時に、監視表示灯の点灯／点滅。 

④LAN インタフェースカードの計測値逸脱監視機能(※)による、しきい値逸脱発生による監視表

示灯の点灯／点滅、およびしきい値逸脱値復旧による監視表示灯の消灯。 

（※）「UPS 温度」、「負荷率」、「入力電圧」、外部センサ使用時の「温度」、「湿度」を監視。 

⑤UPS 停止動作実行開始（サーバシャットダウン実行開始）による監視表示灯の点灯／点滅。 

 

検証条件 

・LAN インタフェースカードにて対応している、「山洋電気拡張 MIB（EXUPSMIB）」、 

「JEMA-MIB」、「UPS-MIB（RFC1628）」の各 MIB を使用し、検証を行う。 

・SNMPv1 トラップ、SNMPv2 トラップの両方を使用した場合の検証を行う。 

当社製 UPS 

LAN インタフェース 
カード 

SNMP Trap 通知 
LAN 

パトライト社製 
ネットワーク監視表示灯 
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２．検証機器 

 

・UPS 

 型番：E11A152B011 

 

・LAN インタフェースカード 

型番：PRLANIF011、PRLANIF013（※） 

ファームウェア情報 ROM：P0010533E 

 WEB：P0010534C 

（※）PRLANIF013 は、PRLANIF011 に外部センサ（温度／湿度センサ）の増設接続が可能

な製品です。（最大 16 台まで接続可） 

 

・監視表示灯 

 株式会社パトライト製 ネットワーク監視表示灯 

 型番：NHP-3FB1-RYG 

  ファームウェア情報：Ver 1.45 

 

 

３．動作検証期間 

2018 年 5 月 30 日～2018 年 6 月 15 日 

 

 

４．検証結果 

MIB の種別 

検証内容 

山洋電気拡張 MIB 

（EXUPSMIB） 

JEMA-MIB UPS-MIB 

（RFC1628） 

UPS でのアラーム発生・復旧 ○ ○ ○（※1） 

バッテリテスト正常終了の判定（※4） ○ ○ ○ 

バッテリ交換予告時期（※5） ○ ○（※2） －（※3） 

計測値逸脱監視によるしきい値逸脱発生・復旧 ○ －（※3） －（※3） 

UPS 停止動作実行開始 ○ －（※3） －（※3） 

※１：アラーム個別の設定はできません。 

※２：バッテリ交換予告時期になる以外に、バッテリテスト結果が「異常終了」の場合にも同じ通知

が上がります。 

※３：MIB ファイルには、該当する項目はありません。 

※４：バッテリテスト終了時、テスト結果から正常終了でない場合の判定を行います。 

※５：バッテリ交換予告時期に設定した期間になった時、通知を行います。 
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５．LAN インタフェースカードの設定 

 

（１）ネットワークの設定 

LAN インタフェースカードに IP アドレスを設定します。 

下図はネットワーク情報の画面です。本資料では IP アドレス：172.30.3.101 を設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）SNMP の設定 

SNMP Trap を送信するための設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する MIB を選択します。(複数選択
可) （デフォルト値：EXUPSMIB） 

Trap 形式を「SNMPv2」、「SNMPv1」から選択
します。（デフォルト値：SNMPv2） 

Read コミュニティ名を設定します。 
（デフォルト値：public） 

Trap の送信先アドレスを登録します。 
⇒ここに監視表示灯のIPアドレスを設定 



 

4 
 

６．ネットワーク監視表示灯の SNMP 設定 

「セットアップ項目」－「SNMP 設定」を選択します。 

下図の画面が表示されます。 

以下の設定を行います。 

・「SNMP 機能（SET/GET）」：「有効」 

・「GET コミュニティ」：「public」（※） 

※「public」は LAN インタフェースカードのデフォルト値です。 

この値を変更する場合は、LAN インタフェースカードの「Read コミュニティ」も併せて変更しま

す。 
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SNMP Trap 受信による動作設定を行います。 

「動作設定」－「TRAP 受信設定」を選択します。 

下図の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループ設定毎に、 
Trap 受信時の点灯／点滅／
消灯、ブザー鳴動のパターン
を設定 

LAN インタフェースカード（送信元）の
アドレスを入力 
送信元が複数箇所ある場合、このア
ドレス欄は「空白」でも可。 

監視する項目の TRAP 番号を
入力。variable-bindings 値を使
用し、TRAP内容を縛りこむこと
も可能。入力するTRAP番号に
ついては次項にて説明。 
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「TRAP 受信設定」の設定例 

 

①設定するグループを選びます。（下図では１番目のグループを選択） 

 

 

 

 

 

②受信する TRAP の情報を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、重故障発生を知らせる場合の設定例です。 

受信 TRAP グループ設定 1 

グループ名称 1 故障発生 

1 

TRAP 送信元アドレス 172.30.3.101 

TRAP 番号 1.3.6.1.4.1.3465.42.22 

variable-bindings1 

OID  

型 interger 

値 0 

variable-bindings2 

OID  

型 interger 

値 0 

設定項目  説明 

グループ名称  「故障発生」など、わかりやすい名前を入れます。 

TRAP 送信元アドレス  LAN インタフェースカードの IP アドレスを入れます。 
複数の LAN インタフェースカードから TRAP 送信が行われる場合は、 
「空白」に設定することもできます。 

TRAP 番号（※）  EXUPSMIB を使用し、SNMPv2 形式の TRAP を受信する場合は、 
「1.3.6.1.4.1.3465.42.22」（重故障発生の TRAP 番号）を入れます。 

variable-bindings 値（※）  アラーム発生時には使用しませんので、デフォルト値のままです。 

   

  
（※）監視項目により設定する値は、次項を参照してください。 



 

7 
 

 

③表示方法、ブザー鳴動の方法を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 故障発生時、ランプ点灯／点滅表示は「点灯」、「点滅パターン１」、「点滅パターン２」から選択。（※） 

 故障発生時、ブザー鳴動を行う場合は、「ブザー」の「鳴動パターン１」～「鳴動パターン４」から 

選択。（※） 

 

 （※）上記の設定は、監視表示灯：NHP-3FB1-RYG を使用した場合の設定値です。 
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７．監視項目による監視表示灯への SNMP 設定値 

７．１ UPS でのアラーム発生／復旧 

使用する MIB の種別により、発生するアラームの TRAP 内容が異なります。 

監視を行うアラームの TRAP 番号を「TRAP 受信設定」の「TRAP 番号」欄へ設定します。 

 

（１）EXUPSMIB 使用時 

アラーム発生の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

停電（交流入力異常）発生 1.3.6.1.4.1.3465.42.12 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.12 

出力 OFF 1.3.6.1.4.1.3465.42.14 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.14 

バッテリ寿命（※１） 1.3.6.1.4.1.3465.42.16 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.16 

バッテリ電圧低下（※２） 1.3.6.1.4.1.3465.42.18 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.18 

過負荷 1.3.6.1.4.1.3465.42.20 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.20 

重故障発生 1.3.6.1.4.1.3465.42.22 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.22 

軽故障発生（※４） 1.3.6.1.4.1.3465.42.24 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.24 

内部シリアル通信異常（※５） 1.3.6.1.4.1.3465.42.26 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.26 

 

アラーム復旧の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

停電（交流入力異常）復旧 1.3.6.1.4.1.3465.42.13 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.13 

出力 ON 1.3.6.1.4.1.3465.42.15 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.15 

負荷正常（過負荷復旧） 1.3.6.1.4.1.3465.42.21 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.21 

重故障復旧（※３） 1.3.6.1.4.1.3465.42.23 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.23 

軽故障復旧（※４） 1.3.6.1.4.1.3465.42.25 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.25 

内部シリアル通信異常復旧 1.3.6.1.4.1.3465.42.27 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.27 

 

※１：UPS 内部のバッテリ寿命時間が０時間になったときに発生します。 

※２：停電中にバッテリ電圧が規定値以下になったときに発生します。バッテリテスト中は発生

しません。 

※３：UPS の機種により、故障の自動復旧は無い機種があります。 

※４：UPS の機種により、軽故障のアラームが無い機種があります。 

※５：UPS～LAN インタフェースカード間のシリアル通信異常時に発生します。 
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（２）JEMA-MIB 使用時 

アラーム発生の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

停電（交流入力異常）発生 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.3 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.3 

バッテリ電圧低下（※１） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.5 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.5 

過負荷発生 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.6 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.6 

バッテリ交換必要（※２） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.8 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.8 

フィン温度異常発生（※３） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.9 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.9 

内部シリアル通信異常（※４） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.11 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.11 

重故障発生 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.14 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.14 

軽故障発生（※５） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.15 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.15 

注意情報発生（※６） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.19 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.19 

 

アラーム復旧の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

停電（交流入力異常）復旧 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.4 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.4 

過負荷復旧 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.7 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.7 

フィン温度異常正常 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.10 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.10 

内部シリアル通信異常復旧 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.12 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.12 

軽故障復旧（※５） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.16 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.16 

注意情報復旧（※６） 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.20 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.20 

 

※１：停電中にバッテリ電圧が規定値以下になったときに発生します。バッテリテスト中は発生

しません。 

※２：以下３つのいずれかの状態になった時に、発生します。 

・バッテリテスト結果が「異常」になったとき 

・UPS 内部のバッテリ寿命時間が０時間になったとき 

・LAN インタフェースカードが「バッテリ交換予告時期」の判断をしたとき 

※３：UPS の機種により、このアラーム内容が無い機種があります。 

このアラーム発生時は、重故障も同時に発生します。 

※４：UPS～LAN インタフェースカード間のシリアル通信異常時に発生します。 

※５：UPS の機種により、軽故障のアラームが無い機種があります。 

※６：以下状態のいずれかが発生または復旧時に発生します。 

バッテリ運転、バッテリ電圧低下、バイパス運転、バイパス異常、UPS 停止待ち、内部シ

リアル通信異常、UPS 停止要求受付、バッテリテスト 
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（３）UPS-MIB（RFC1628）使用時 

アラーム発生／復旧の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

アラーム発生（※１） 1.3.6.1.2.1.33.2.3 1.3.6.1.2.1.33.2.0.3 

アラーム復旧（※１） 1.3.6.1.2.1.33.2.4 1.3.6.1.2.1.33.2.0.4 

 

※１：以下状態のいずれかが発生または復旧時に TRAP 送信を行います。 

バッテリ寿命、バッテリ運転、バッテリ電圧低下、停電、過負荷、バイパス運転、バイパ

ス異常、UPS 停止待ち、充電器故障、出力 OFF、ファン故障、バイパスブレーカ OFF、

重故障、軽故障、内部シリアル通信異常、UPS 停止要求受付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【「EXUPSMIB」、「JEMA-MIB」使用時の UPS アラームについて】 
EXUPSMIB、JEMA-MIB では、上記のアラーム以外にも Trap 送信をおこなうアラームがあります。 
詳しくは、「８．参考資料」の資料をご確認ください。 
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７．２ バッテリテストの正常終了判定 

バッテリテスト終了時、テスト結果により正常終了か否かテスト状況を確認できます。 

正常終了した場合のテスト結果   ：「正常終了」 

正常終了しなかった場合のテスト結果：「異常終了」、「不明」、「中断」 

正常終了しなかった場合は、バッテリテスト結果の TRAP による監視が可能です。 

正常終了しなかった場合のテスト結果値を「TRAP 受信設定」の「TRAP 番号」、「variable-binding1」

欄へ設定します。 

 

 

 

 

 

（１）EXUPSMIB 使用時 

・「異常終了」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.4.1.3465.42.7 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.7 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.4.1.3465.41.8.3.0 1.3.6.1.4.1.3465.41.8.3.0 

型 integer integer 

値 2 2 

 

・「不明」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.4.1.3465.42.7 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.7 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.4.1.3465.41.8.3.0 1.3.6.1.4.1.3465.41.8.3.0 

型 integer integer 

値 6 6 

 

・「中断」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.4.1.3465.42.7 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.7 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.4.1.3465.41.8.3.0 1.3.6.1.4.1.3465.41.8.3.0 

型 integer integer 

値 4 4 

  

【「正常終了」でない場合の UPS 状態】 
テスト結果が「異常終了」、「不明」、「中断」となった時の発生状況は、UPS の機種により異なります。
詳しくは、当社へお問い合わせください。 
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（２）JEMA-MIB 使用時 

・「異常終了」または「不明」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.2 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.2 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.4.1.4550.1.1.7.3.0 1.3.6.1.4.1.4550.1.1.7.3.0 

型 integer integer 

値 2 2 

 

・「中断」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.2 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.2 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.4.1.4550.1.1.7.3.0 1.3.6.1.4.1.4550.1.1.7.3.0 

型 integer integer 

値 4 4 

 

（３）UPS-MIB（RFC1628）使用時 

・「異常終了」または「不明」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.2.1.33.2.2 1.3.6.1.2.1.33.2.0.2 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.2.1.33.1.7.3.0 1.3.6.1.2.1.33.1.7.3.0 

型 integer integer 

値 2 2 

 

・「中断」の場合 

設定項目 SNMPv2 使用時 SNMPv1 使用時 

TRAP 番号 1.3.6.1.2.1.33.2.2 1.3.6.1.2.1.33.2.0.2 

variable-binding1  

 OID 1.3.6.1.2.1.33.1.7.3.0 1.3.6.1.2.1.33.1.7.3.0 

型 integer integer 

値 4 4 
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７．３ バッテリ交換予告時期 

LAN インタフェースカードでは、UPS のバッテリ寿命時間が０時間になる前、事前にバッテリ交

換予告を通知することができます。（デフォルト値：6 カ月間前） 

 

【LAN インタフェースカードでのバッテリ交換予告時期の設定】 

「基本設定」－「UPS 制御設定」を選択します。下図の画面が表示されます。 

「バッテリ交換予告時期」を１～１２カ月の範囲で設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【監視表示灯の設定】 

バッテリ交換予告での通知を行う場合、「TRAP 受信設定」の「TRAP 番号」欄へ TRAP 番号を設定

します。 

（１）EXUPSMIB 使用時 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

バッテリ交換予告時期発生 1.3.6.1.4.1.3465.42.5 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.5 

 

（２）JEMA-MIB 使用時 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

バッテリ交換予告時期発生 1.3.6.1.4.1.4550.1.2.8 1.3.6.1.4.1.4550.2.0.8 

（注意）JEMA-MIB の場合、「バッテリ寿命」および「バッテリテスト結果：異常終了」発生時

もこの TRAP が送信されます。 
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７．４ 計測値逸脱監視によるしきい値逸脱発生・復旧 

LAN インタフェースカードでは、UPS の計測値：「負荷率」、「UPS 温度」、「入力電圧」、および外

部センサ接続時：「温度」、「湿度」に対して、しきい値を設定し、しきい値逸脱の監視を行うこと

ができます。またしきい値逸脱監視は、「注意」、「警告」の 2 段階まで設定が可能です。 

 

【LAN インタフェースカードでの計測値逸脱監視の設定】 

「基本設定」－「計測値管理」を選択します。下図の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【監視表示灯の設定】 

計測値逸脱監視によるアラーム通知を行う場合、TRAP 番号を「TRAP 受信設定」の「TRAP 番号」

欄へ設定します。 

（１）EXUPSMIB 使用時 

アラーム発生の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

計測値逸脱（注意）発生 1.3.6.1.4.1.3465.42.10 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.10 

計測値逸脱（警告）発生 1.3.6.1.4.1.3465.42.8 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.8 

 

アラーム復旧の TRAP 番号 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

計測値逸脱（注意）復旧 1.3.6.1.4.1.3465.42.11 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.11 

計測値逸脱（警告）復旧 1.3.6.1.4.1.3465.42.9 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.9 

設定する計測値を選択します。 
図では「UPS 温度」を選択中です。 

「注意レベル」、「警告レベル」それぞれのしきい値を設定します。 
図では、35℃を超えると「注意」発生、42℃を超えると「警告」
発生する設定例です。 

「計測値逸脱監視を行う」を選択します。 
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７．５ UPS 停止動作実行 

長時間停電または停電中のバッテリ電圧低下発生により、サーバ等接続装置の停止操作（シャット

ダウン）が行われる際、通知を行うことができます。 

 

【LAN インタフェースカードでの停止動作の設定】 

「基本設定」－「UPS 制御設定」を選択します。下図の画面が表示されます。 

「停電発生時」にチェックが付いている場合、停電発生後に「確認時間」を経過すると停止操作が

開始します。 

「バッテリ電圧低下発生時」にチェックが付いている場合、停電中にバッテリ電圧低下発生になる

と、停止操作が開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【監視表示灯の設定】 

停電時、システム停止が開始されることをアラーム通知する場合、「TRAP 受信設定」の「TRAP 番

号」欄へ TRAP 番号を設定します。 

（１）EXUPSMIB 使用時 

アラーム内容 SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

回復不能（停電）による停止動作

開始 

1.3.6.1.4.1.3465.42.32 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.32 

回復不能（バッテリ電圧低下）に

よる停止動作開始 

1.3.6.1.4.1.3465.42.33 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.33 
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＜追加情報＞ 

停電発生時以外に、以下の状況においてシステム停止が行われる時にもアラーム通知が行えます。 

・スケジュール制御設定により、指定時刻にシステム停止が開始された場合 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.30 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.30 

・リモートから UPS の停止制御要求が行われた場合 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.31 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.31 

・重故障発生により、システム停止を行う場合（※1） 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.39 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.39 

・過負荷発生により、システム停止を行う場合（※1） 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.40 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.40 

・計測値逸脱監視での「UPS 温度異常」（警報発生）により、システム停止を行う場合（※1） 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.41 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.41 

・計測値逸脱監視での「負荷率異常」（警報発生）により、システム停止を行う場合（※1） 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.42 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.42 

・計測値逸脱監視での「入力電圧異常」（警報発生）により、システム停止を行う場合（※1） 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.43 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.43 

・計測値逸脱監視での外部センサの「温度異常」、「湿度異常」（警報発生）により、システム停止

を行う場合（※1）（※2） 

SNMPv2 使用時の TRAP 番号 SNMPv1 使用時の TRAP 番号 

1.3.6.1.4.1.3465.42.44 1.3.6.1.4.1.3465.42.0.44 

（※1）LAN インタフェースカードのデフォルト値は「無効」です。 

（「無効」の場合、事象発生してもシステム停止を行う動作にはなりません。） 

（※2）外部センサ接続可能な LAN インタフェースカードを使用している場合、利用可能です。 
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８．参考資料 

・「UPS MIB（RFC1628）の対応表／EXUPSMIB（プライベート MIB）の対応表」 

 資料番号：PS-40140 

・「JEMA-MIB 対応表」 

 資料番号：PS-40171 

 

  UPS の機種によりアラームの対応状況に違いがある場合があります。 

  アラーム発生を詳しく監視する場合は、上記の資料をご確認ください。 

  上記参考資料には、本資料で取り上げた Trap 情報以外の情報についても記載があります。 

  LAN インタフェースカードの設定値等については、LAN インタフェースカードのユーザガイドを 

ご確認ください。 

 

 

以上 

 


